
町
で
は
、
町
民
が
永
く
歌
い
継
が
れ
る

町
民
歌
を
作
ろ
う
と
、
歌
詞
を
全
国
か
ら

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
１
７
２
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
八
峰
町
﹁
町
民
歌
﹂
歌
詞

審
査
会
を
８
月
６
日
に
開
催
し
、
応
募
の

中
か
ら
４
作
品
を
選
定
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
作
曲
を
依
頼
し
て
い
た
小
林
亜
星
さ

ん
︵
作
詞
・
作
曲
・
編
曲
家
︶
が
最
終
選

考
を
行
い
、
能
登
濱
吉
さ
ん
︵
埼
玉
県
所

沢
市:

86
歳
︶
の
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。

能
登
さ
ん
は
﹁
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
い
う
の
が
率
直
な
気
持
ち
で
す
。

白
神
山
地
に
長
く
憧
れ
の
気
持
ち
を
抱
い

て
い
て
、
良
い
機
会
と
思
い
応
募
し
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
﹂

と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
中
学
生
の
歌
声
を
収
録
し
た

Ｃ
Ｄ
を
年
内
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
町

で
は
、
こ
の
町
民
歌
が
広
く
町
民
に
親
し

ま
れ
る
よ
う
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

予　算　及　び　決　算

平成19年度八峰町一般会計補正予算（第４号）

補正額を69万２千円として、歳入歳出予算の総額

を60億8,249万６千円とするもの　　　　　　　　　

平成19年度八峰町国民健康保険事業勘定特別会計補

正予算（第２号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ182万円

を追加するもの。

平成19年度八峰町介護保険事業勘定特別会計補正予

算（第１号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,933万

３千円を追加するもの。

平成18年度八峰町一般会計歳入歳出決算認定　　　　

平成18年度各特別会計歳入歳出決算認定

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
効
果
で

ハ
タ
ハ
タ
館
の
運
営
好
調

ハ
タ
ハ
タ
館
の
運
営
状
況
に
つ

い
て
は
、
４
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら

８
月
末
ま
で
の
入
浴
者
は
７
３，

２
０
０
人
で
、
前
年
に
比
較
し
て
、

２
２，

７
０
０
人
増
加
、
入
浴
売

上
額
は
２，

９
３
８
万
円
で
１，

１
５
０
万
円
伸
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
か
ら
３
階
で
の
宿

泊
部
門
を
始
め
ま
し
た
が
、
８
月

末
ま
で
の
宿
泊
者
数
は
７
５
６
人

で
、
売
上
額
は
９
１
５
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
入
浴
者
の
増
加
と

新
規
の
宿
泊
事
業
に
よ
り
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
宴
会
、
売
店
の
売
上
も

順
調
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
効
果
が

現
れ
て
お
り
、
こ
の
好
調
を
引
き

続
き
維
持
で
き
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。

森
林
整
備
地
域
活
動

支
援
交
付
金
制
度
を
新
設

地
球
温
暖
化
の
防
止
、
国
土
の

保
全
、
水
源
の
か
ん
養
及
び
動
植

物
の
生
息
域
確
保
な
ど
多
様
な
機

能
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

で
は
、
適
切
な
森
林
整
備
を
計
画

的
か
つ
一
体
的
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
前
期
対
策
に
引
き
続
き
、
新

た
な
交
付
金
制
度
を
新
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
７
月
か
ら
新
制
度

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
、
県
、
町
、

森
林
組
合
が
共
同
で
開
催
し
て
参

り
ま
し
た
が
、
森
林
所
有
者
に
お

い
て
は
森
林
組
合
な
ど
と
の
連
携

か
ら
、
団
地
形
成
と
森
林
施
業
計

画
を
樹
立
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の

森
林
施
業
計
画
に
基
づ
い
た
森
林

整
備
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
図
っ
て

参
り
ま
す
。

新
潟
県
中
越
沖
地
震
義
援
金

１
６
６
万
円
余
り

７
月
16
日
に
発
生
し
た
﹁
新
潟

県
中
越
沖
地
震
﹂
で
は
、
柏
崎
市

や
刈
羽
村
な
ど
を
中
心
に
死
者
や

家
屋
の
倒
壊
な
ど
の
大
き
な
被
害

が
出
て
、
今
も
な
お
、
仮
設
住
宅

で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
現
状
で
す
。

八
峰
町
に
お
い
て
も
町
内
全
戸

を
対
象
に
﹁

新
潟
県
中
越
沖
地

震
義
援
金
﹂
を
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
日
現
在
で
の
募
金
額

は
２，

０
８
１
件
、
１，

６
６
３，

２
３
１
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
趣

旨
に
賛
同
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
町
民
の
皆
様
の
温
か
い

心
遣
い
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
近
く
、
新
潟
県
を
通
し
て
被

災
者
の
皆
様
方
に
お
届
け
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

リニューアルしたハタハタ館

森林整備支援に交付制度を新設

や
す
ら
ぎ
の
ふ
る
さ
と

や
す
ら
ぎ
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
作
詞
　
　
　

　
　
　
　
　
作
詞
　
　
　
　能
登
濱
吉

能
登
濱
吉

　
　
　
　
　
作
曲

　
　
　
　
　
作
曲
・
編
曲
　
小
林
亜
星

編
曲
　
小
林
亜
星

一
、
緑
さ
や
か
な
　
山
並
み
の

一
、
緑
さ
や
か
な
　
山
並
み
の

白
神
山
地
　
ブ
ナ
の
森

白
神
山
地
　
ブ
ナ
の
森

仰
ぐ
瞳
も
　
晴
れ
や
か
に

仰
ぐ
瞳
も
　
晴
れ
や
か
に

心
安
ら
ぐ
　
ふ
る
さ
と
は

心
安
ら
ぐ
　
ふ
る
さ
と
は

希
望
あ
ふ
れ
る
　
八
峰
町

希
望
あ
ふ
れ
る
　
八
峰
町

二
、
夕
日
に
染
ま
る
　
日
本
海

二
、
夕
日
に
染
ま
る
　
日
本
海

寄
せ
る
ハ
タ
ハ
タ
　
海
鳴
り
が

寄
せ
る
ハ
タ
ハ
タ
　
海
鳴
り
が

奏
で
る
磯
に
　
海
の
幸

奏
で
る
磯
に
　
海
の
幸

活
気
が
み
な
ぎ
る
　
ふ
る
さ
と
は

活
気
が
み
な
ぎ
る
　
ふ
る
さ
と
は

夢
も
輝
く
　
八
峰
町

夢
も
輝
く
　
八
峰
町

三
、
緑
が
育
む
　
清
流
が

三
、
緑
が
育
む
　
清
流
が

暮
ら
し
の
四
季
を
　
い
ろ
ど
っ
て

暮
ら
し
の
四
季
を
　
い
ろ
ど
っ
て

祈
る
幸
せ
　
夏
祭
り

祈
る
幸
せ
　
夏
祭
り

自
然
と
歴
史
の
　
ふ
る
さ
と
は

自
然
と
歴
史
の
　
ふ
る
さ
と
は

永
久
に
栄
え
る
　
八
峰
町

永
久
に
栄
え
る
　
八
峰
町

の
ぞ
の
ぞ
み

と
　
わ

と
　
わ

や
す
ら
ぎ
の
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
作
詞
　
　
　
　能
登
濱
吉

　
　
　
　
　
作
曲
・
編
曲
　
小
林
亜
星

一
、
緑
さ
や
か
な
　
山
並
み
の

白
神
山
地
　
ブ
ナ
の
森

仰
ぐ
瞳
も
　
晴
れ
や
か
に

心
安
ら
ぐ
　
ふ
る
さ
と
は

希
望
あ
ふ
れ
る
　
八
峰
町

二
、
夕
日
に
染
ま
る
　
日
本
海

寄
せ
る
ハ
タ
ハ
タ
　
海
鳴
り
が

奏
で
る
磯
に
　
海
の
幸

活
気
が
み
な
ぎ
る
　
ふ
る
さ
と
は

夢
も
輝
く
　
八
峰
町

三
、
緑
が
育
む
　
清
流
が

暮
ら
し
の
四
季
を
　
い
ろ
ど
っ
て

祈
る
幸
せ
　
夏
祭
り

自
然
と
歴
史
の
　
ふ
る
さ
と
は

永
久
に
栄
え
る
　
八
峰
町

の
ぞ
み

と
　
わ

◆対象者

　老人保健医療制度は、75歳以上の方、65歳以上

で一定以上の障害がある方が該当いたします。

※　一定以上の障害とは

障害基礎年金の１級及び２級、身体障害者手

帳の１級から３級と４級の一部、精神障害者

保健福祉手帳１級及び２級、または療育手帳A

に該当する人

◆老人医療受給者証の更新については、毎年８月

１日で収入状況を確認し、負担割合が変更にな

った受給者のみ、新たな受給者証を交付いたし

ます。年齢が75歳になった方、障害者の認定さ

れた方は、福祉課からお知らせします。

　問合せ先

　　福祉課保健年金係（八森庁舎 TEL77−2111）

◆病院窓口負担額

　病院の窓口では、医療受給者証に記載してある割

合（１割、現役並み所得者３割）でお支払ください。

また、１か月の自己負担限度額は下記のとおりです。

老人医療該当者　１か月の自己負担限度額

※　現役並み所得者とは、課税所得が145万円以上

の方、及び現役並み所得者と同一世帯に属する

方。

※　一般所得者は、受給者の世帯に住民税が課税さ

れている者がいる場合。

※　低所得Ⅱとは、受給者の世帯全員が住民税非課

税の方。

※　低所得Ⅰとは、受給者の世帯全員が住民税非課

税かつ所得がない方。

自己負担限度額（月額）

現役並み所得者 44,400円 80,100円+1％

一 般 所 得 者 12,000円 44,400円

低　所　得　Ⅱ
8,000円

24,600円

低　所　得　Ⅰ 15,000円

入　院外　来

９月議会定例会で議決された主な議案

【条例制定】

政治倫理の確立のための八峰町長の資産等の公開

に関する条例の一部を改正する条例制定について

八峰町防災会議条例の一部を改正する条例制定に

ついて

八峰町中小企業融資あっせん条例の一部を改正す

る条例制定について

【その他】

字の区域の変更について

人権擁護委員候補者の推薦について


